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諮 問 資 料 

＜第９期市川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画(令和６～８年度)の策定について＞ 

１ 高齢者福祉計画・介護保険事業計画について 

「市川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画」（以下、「本計画」という）は、高齢者を

取り巻くさまざまな課題に対して、本市が目指すべき基本的な施策目標を定め、その実現

に向けて取り組む施策を明らかにするとともに、重度な要介護状態となっても住み慣れ

た地域で自分らしい暮らしを最期まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・介

護予防・生活支援が一体的に提供される「地域包括ケアシステム」を構築、推進する計画

です。 

老人福祉事業の供給体制の確保に関する「高齢者福祉計画」と、三年を一期として介護

保険サービス等の見込み量から計画期間の介護保険料を定める「介護保険事業計画」とは、

一体のものとして作成することとされています。 

⑴ 計画の位置づけ

本計画は、国の示す「基本指針」に即して策定し、地域における高齢者の福祉、障害者

の福祉、児童の福祉その他の福祉に関し共通して取り組むべき事項を定める「市川市地域

福祉計画」の内容を踏まえて策定します。  

また、県で定める関連計画との整合を図るほか、保健・医療や住まいなど地域包括ケア

の推進に関連する他計画との整合・調和を保つよう努めます。 

⑵ これまでの計画策定状況
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２ 第９期市川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定にあたって 

⑴ 基本理念 

＜第９期計画 案＞：第８期計画を継承 

個人としての尊厳が保たれ その人らしく自立した生活を送ることができる  

安心と共生のまち いちかわ 

 

⑵ 基本方針 

＜第９期計画 案＞：第８期計画を継承 

地域の多様な主体がもつ強みや資源を有効活用して課題の解決に取り組み、 

地域包括ケアシステムを推進していきます。 

 

⑶ 基本目標 

＜第８期計画＞ 

基本目標１  「介護予防・生活支援」の基盤づくりと拡大に向けて 

基本目標２  「医療・介護」の連携推進と提供体制確保に向けて 

基本目標３  「住まい」の安心・安全と共生のまちづくりに向けて 

 

＜第９期計画 案＞ 

基本目標１  自分らしく「自立」した生活をおくる 

基本目標２  尊厳ある暮らしを最期まで支える 

基本目標３  安心と共生の基盤をつくる 

 

 (4) 日常生活圏域 

＜第８期計画＞ 

4 圏域 

 

＜第９期計画 案＞ 

15 圏域 
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(5) 計画に盛り込むべき事項

本計画に盛り込む事項について、下記のとおり規定されています。 

①市町村介護保険事業計画に関する国の「基本指針」（第８期介護保険事業計画）

作成に関する 

基本的事項 

１ 基本理念、達成しようとする目的及び地域の実情に応じた特色の明確

化、施策の達成状況の評価等 

２ 要介護者等地域の実態の把握 

３ 市町村介護保険事業計画の作成のための体制の整備 

４ 2025 年度及び 2040 年度の推計並びに第８期の目標 

５ 目標の達成状況の点検、調査及び評価等並びに公表 

６ 日常生活圏域の設定 

７ 他の計画との関係 

８ その他 

基本的記載事項 

（第 117 条第 2項） 

１ 日常生活圏域 

２ 各年度における介護給付等対象サービスの種類ごとの量の見込み 

３ 各年度における地域支援事業の量の見込み 

４ 被保険者の地域における自立した日常生活の支援、要介護状態等とな

ることの予防又は要介護状態等の軽減若しくは悪化の防止及び介護給

付の適正化への取組及び目標設定 

任意記載事項 

（第 117 条第 3項） 

１ 地域包括ケアシステム構築のため重点的に取り組むことが必要な事項 

（一）在宅医療・介護連携の推進

（二）高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施

（三）生活支援・介護予防サービスの基盤整備の推進

（四）地域ケア会議の推進

（五）高齢者の居住安定に係る施策との連携

２ 各年度における介護給付等対象サービスの種類ごとの見込量の確保の

ための方策 

３ 各年度における地域支援事業に要する費用の額及びその見込量の確保

のための方策 

４ 地域包括ケアシステムを支える人材の確保及び資質の向上並びにその

業務の効率化及び質の向上に資する事業に関する事項 

５ 介護給付等対象サービス及び地域支援事業の円滑な提供を図るための

事業等に関する事項 

６ 認知症施策の推進 

７ 特定施設入居者生活介護の指定を受けていない有料老人ホーム及びサ

ービス付き高齢者向け住宅の入居定員総数 

８ 地域包括支援センター及び生活支援・介護予防サービスの情報公表に

関する事項 

９ 市町村独自事業に関する事項 

10 療養病床の円滑な転換を図るための事業に関する事項 

11 災害に対する備えの検討 

12 感染症に対する備えの検討 
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②次期計画の「基本指針」検討に考慮される要素 

＜社会保障審議会 介護保険部会「介護保険制度の見直しに関する意見」（令和4年12月20

日）関係＞  

○ 生活を支える介護サービス等の基盤の整備 

○ 様々な生活上の困難を支え合う地域共生社会の実現 

○ 介護人材の確保、介護現場の生産性向上の推進等 

 

＜「全世代対応型の持続可能な社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正

する法律」（令和5年5月19日公布）関係＞ 

○ 介護情報基盤の整備 

○ 介護サービス事業者の財務状況等の見える化 

○ 介護サービス事業所等における生産性の向上に資する取組に係る努力義務 

○ 看護小規模多機能型居宅介護のサービス内容の明確化 

○ 地域包括支援センターの体制整備等 

○ 医療・介護の連携機能及び提供体制等の基盤強化 

 

＜「地域における医療及び介護を総合的に確保するための基本的な方針改定案」関係＞ 

（令和5年2月16日医療介護総合確保促進会議資料） 

（意義） 

○ 「団塊の世代」が全て75 歳以上となる2025 年、その後の生産年齢人口の減少の加速等を見

据え、患者・利用者・国民の視点に立った医療・介護の提供体制を構築。自立と尊厳を支える

ケアを実現 

（基本的方向性） 

○ 「地域完結型」の医療・介護提供体制の構築 

○ サービス提供人材の確保と働き方改革 

○ 限りある資源の効率的かつ効果的な活用 

○ デジタル化・データヘルスの推進 

○ 地域共生社会づくり 
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３ 計画の策定体制・スケジュール（案）について 

⑴ 計画の策定体制 

 

 

⑵ 計画策定スケジュール（案） 

 

 
行政・市川市社会福祉審議会 市民・関係者等 

市川市地域包括ケアシステム推進委員会 市川市地域ケア推進会議 

通年 市川市地域包括ケアシステム推進委員会 市川市地域ケア推進会議 

１１月～ 市民等アンケート調査

３月 社会福祉審議会 介護事業者等アンケート調査 

７月 第１回社会福祉審議会【諮問】 市川市地域ケア推進会議 

８月 第２回高齢者福祉専門分科会 市川市介護保険地域運営委員会 

９月 第３回高齢者福祉専門分科会

１０月 第３回社会福祉審議会 パブリックコメント 

１１月 市川市地域包括ケアシステム推進委員会 

１２月 第４回社会福祉審議会 

１月 

２月 
第５回社会福祉審議会

第６回社会福祉審議会【答申】 

３月 本計画の策定 

 

 

～令和３年度 

令 
和 
４ 
年 
度 

令 
和 
５ 
年 
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５月 第１回高齢者福祉専門分科会

第２回社会福祉審議会 




